
東京、 ２ ０ ０ １ 年１ ２ 月８ 日 

 

 

親愛なる モーリ ス へ、   

 

 

葉書に書かれた君の文字を みて喜んでいま す。   

 

友人よ 、 師よ 、 日本女性のそれは西洋の女性のよ う に膨ら んだカーブや自由奔放な

丸みの大食漢のよ う な攻撃性は持っていない。 見逃すこ と のでき ない山よ り も 、 何

かを 探索する 畑のよ う だ。  

 

それは平ら で、 目でその存在を 確かめる のがやっと 、 手でその不足を 探る のがやっ

と 。 し かし 肌の張り は慎みやかに到達の企てに対し て開かれ、 こ のわずかな存在が

豊満以上のも のと なる 。 ちょ っ と し た勾配、 わずかな厚み、 ほと んど 見つから ない

も のほど やっ き になって探すも の。  

 

日本の乳房のほのかな気配を感じ る 。  

 

目は、 ま だ僕はど っ ぷり はま り こ んでいて、 君に話すこ と はでき ない。   

 

話を する こ と によ っ て、 かえっ て始めに受けた衝撃から 離れてし ま う 。 むし ろ美文

や演説にたよ る こ と なく 、 肉体の単純な生々し さ 感じ る 方が良い。 沈黙は金。   

 

「 ブド ウ を 吸いたま え、 し かし お願いだから 、 その話はし ないでく れ」  

 

自分が話を し ている のを 聞いて突然感じ る あ の困惑を 君も 僕と 同じ く ら い知っ て

いる だろう 。 真実にむかっ て静かな小道を歩んでいたその時に、 突然真実から あれ

ほど 遠く なる こ と を 。 幸いなこ と に、 日本の書き 言葉は、 理屈を こ ねたり 、 長々と

説明を する たぐ いのも のではない。 書かれた文章の意味は見れば一目瞭然だ。  

 

と こ ろ で、 書く と 絵を描く と は同じ こ と ば、 「 かき ま す」 。 同じ ニュ アン ス 。  

 

心から 、  

 

エリ ッ ク  
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